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別班の議題について

１．自治基本条例を市民に広く知ってもらう。

２．自治基本条例の目的・意義を、市が理解し、
日々の業務に反映する。

３．自治基本条例推進委員会の目的（Mission）を提案する



そもそも自治基本条例とは

市役所

団体
営利／非営利

地域
自治会／個人

大学

ルール
⇒自治基本条例

様々な主体が
一緒に何か取り組むとき、
みんなで共通したルールが
必要。

そのルールとして、
「自治体の憲法」
「まちづくりのルール」
とも呼ばれている
自治基本条例が施行されている



多くの市民、そして市議会及び市の執行機関に
自治基本条例の理解を深める取組を進める

Vision
目指す
未来像

まず
取り組む
こと

Strategy
戦略

別班からの提案

【主要なターゲット層】
次世代を担う、若い世代

【ターゲット層へのアプローチ方法】
知ってもらうため、より理解を深めてもらうためには、

世代ごとに、アプローチ方法を変える必要がある。

主体的にまちにかかわる市民が増えていくまち

自治基本条例が広く周知され、
条例が目指すまちづくりの取組が

広がっている未来

未来像を実現するために
条例が目指していることを

知ってもらう取り組みを進める



主体的にまちにかかわる市民が増えていくまちVision
未来像

自治基本条例推進委員会のMission（目的）の提案

【具体的に本委員会で取り組むこと】

１（市役所内に向けて）〇条例に基づいた取組が行われているか、運用状況の確認（定点観測）。

〇市が設置する各委員会における市民公募委員の参加状況や、会議の公開

状況の他、市政に関する市民への情報提供の状況等の確認及び助言。

２（市民に向けて）〇継続的で効果的な周知方法への助言等。

３（２と関連して）〇住民自治又は市民協働の見える化への助言及び情報提供。

「市議会及び市の執行機関が自治基本条例を理解し推進しているか、状況把握と改善」
「多くの市民に自治基本条例を周知する」

「条例が目指すその先について、時代と共に、世代の違いも越え、
市や市民と共有しながら、見直していく」

【市事務局がやるべきこと】

１ 自治基本条例について委員が学べる機会を提供。（例：読み合わせの実施や専門家の招致等）

２ 条例の推進状況について、委員に分かりやすい現状の報告。（例：具体的な事例紹介等）

Visionを実現
するために



アプローチ方法の提案 対象:中学生

【未来像】実現したい姿

自治基本条例が
あることを知っている

【現状】課題や原因

福知山市は市民自らまちを
良くしていこうという思いを
大切にしているまちだと

知ってもらう

（まちづくりにかかわること
への興味関心を育てる）

自治基本条例が
あることを知らない

・周知が行われていない

【アプローチ方法】

広く知ってもらう周知方法

【具体的に何をするか】

・子ども向けのパンフレットを作り、学校に設置して
もらうなど、手に取ってもらいやすい環境を作る。

・条例について学べる動画を作成し、出前授業な
どで活用できるようにする。

【アプローチ方法の実施に必要なこと・もの・場所】

・パンフレット及び動画を作成するための、当事者（中学生）を
交えたチーム

【連携先・協力者】
・中学校
・動画作成者



アプローチ方法の提案 対象:高校生

【未来像】実現したい姿

自治基本条例の内容を
理解している

【現状】課題や原因

社会の一員として、自分の
意見を表明し、まちづくりに
かかわる権利があることを
理解し、参加できる場所が

ある。

自治基本条例を
学ぶ機会がない

・学校や図書館、公民館で、
自治基本条例について学
べる機会がない。

・まちづくりについて話すと
き、高校生が大人と一緒に
話せる場所が少ない

【アプローチ方法】

深く学べる機会の提供

【具体的に何をするか】

・まちづくりについてのワークショップを開催し、大
人だけでなく高校生にも参加してもらう枠をつくる

【アプローチ方法の実施に必要なこと・もの・場所】
・各高校との協力体制
・ワークショップの実施者（講演者や主催者）

【連携先・協力者】
・高校
・公立大学
・地域公民館
・地域づくり組織



アプローチ方法の提案 対象:20歳

【未来像】実現したい姿

条例を理解し、

具体的に生かせる同世代
のネットワークもある

【現状】課題や原因

高校卒業後は地元との
繋がりが薄れる

・20代以上でふるさとで集
まる機会が少ない

【アプローチ方法】

20歳を祝う会を活用

【具体的に何をするか】
・条例についての分かりやすいチラシを配布
・まちづくりにかかわりたい人をつなぐSNS

【アプローチ方法の実施に必要なこと・もの・場所】
・チラシの作成
・SNSサービスの運営管理

【連携先・協力者】



アプローチ方法の提案 仕事や家庭について
これからを考える世代

【未来像】実現したい姿

条例を理解して
地域で実践する

【現状】課題や原因

自分が関わりたい事柄
（テーマ）で仲間と活動でき、

若い世代の取組を

上の世代が裏方として支え
る仕組み・つながりがある

地元に帰る機会がない

・ふるさとのまちづくりの活
動に参加するきっかけが少
ない

【アプローチ方法】

「三十路の会」など会う機会を作る

【具体的に何をするか】

・まちづくりについてざっくばらんに話せる場、交流
会などの実施（まずは同窓会のように集まれこと
ができ、そこで今のふるさとについて知ることがで
きる場）

【アプローチ方法の実施に必要なこと・もの・場所】
・場の主催、開催者

【連携先・協力者】
・地域公民館
・地域づくり組織
・市民団体

対象:30歳



アプローチ方法の提案 社会の中核を担う
重要な世代

【未来像】実現したい姿

１０年先、２０年先の
地域づくりの担い手

【現状】課題や原因

・少子高齢化、人口減少社
会であっても地域自治、地
域福祉の担い手＝活動人
口を増やし「備えあれば患
いなし」の福知山へ

家庭や地域や会社で
自己実現の機会が少ない

（責任世代）

・晩婚化により子育てが４０
歳では終わらない
・中間管理職から管理職へ

・就職氷河期世代でもあり
成功体験に乏しい

【アプローチ方法】
みんなでつくる福知山カレッジ

【具体的に何をするか】
仮称 みんなでつくる福知山カレッジ 事業

市、市民が一緒に学び合い、お互いを認め合い、
より良い福知山を目指す学びの場づくり
⇒各世代、各団体のプラットフォームへ発展

【アプローチ方法の実施に必要なこと・もの・場所】
・カレッジ運営のための事務局体制構築（人づくり）
・各世代、各団体へのアプローチ（ネットワークづくり）

・どのように動機付けをして、認知率や好意度を高めるか（仕組
みづくり）

【連携先・協力者】
・NPO
・大学
・公民館
・地域づくり組織
およびその担当課

対象:40～50歳



読み解く会 まとめ

11名の参加
公募委員3名、副委員長1名、市民（元職員）1名、職員（事務局）4名、職員（松井知人）2名

条例や構想に興味関心を持つ市、市民はそう多くはない

過去、条例に関わった人達からは、現状に落胆の声もあった

条例制定後、問題定義をしたが、その後はなしのつぶて

条例がひろく浸透していないからかトラブルも

２１の提案そのものが、市から市民への押し付けに感じる

市民として、当事者として、２１の提案を実現したい

⇒条例、構想が目指す先のイメージが必要ではないか？



カレッジ事業イメージ

仮称 みんなでつくる福知山カレッジ 事業

事務局
他の世代との

学びや出会いの場づくり
他の団体との
連携や参画

40代、50代を
メインターゲット

20代、30代を
メインターゲット

NPO、地域づくり組織などを
メインターゲット

市や市民から募集をする
任期制（1年～3年）

アイデア募集をして
事務局として参画

アイデア募集をして
事務局として参画

カレッジ受講生〇名、
次の事務局〇名を目指す

二十歳の集いや三十路式など
募集アイデアの実現

中間支援組織に変わる

ネットワークそしてプラットフォーム
づくり


